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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】古典
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】5 組・2 年次
【担当教員】

小野 泰央

【授業目標・教育方針】
(1) 古典を読解・鑑賞する能力を伸ばすとともに、ものの見方や考え方を豊かにし、日本文化に対する理解を深める。
(2) 古典の読解・鑑賞を通して、当時の人々のものの考え方・感じ方を、現代人のそれと照らしつつ理解する。
(3) 古語・漢語の学習を通して、言語感覚を磨く。

【授業概要】
　１年次既習「古典」の学習成果に基づき、基礎的な古典文法や古典常識を現代のそれと比較しつつ古典を読解・鑑
賞して、古典作品の現在的意義について考察を深める。
　古文教材においては、歴史・文化等の作品成立背景を理解しながら、『徒然草』『平家物語』『古今和歌集』『新古今
和歌集』をとりあげて読解・鑑賞し、現代と対照しつつ日本文化の諸相を概観する。
　漢文教材においては、訓読法の基礎を確認した上で、『十八史略』・唐代の詩文・『論語』をとりあげて読解・鑑賞
し、中国の思想や文化が日本の文化に及ぼした影響について考える。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：新訂総合国語便覧：稲賀敬二他：第一学習社
副教材：国語総合　古典扁：小町谷照彦：東京書籍
　参考書は、適宜、授業時に紹介する。授業時に古語辞典・漢和辞典を使用する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
　講義講読と演習とを融合した形式で授業を展開する。必要に応じてビデオ教材を使用する。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：古典）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス (1) 授業の目的と概要を理解する。
(2) これまでの古典学習の成果を確認する。

第 2 回～第 5 回 上代文学 古事記・日本書紀・万葉集を学ぶ。
第 6 回～第 9 回 中古文学 古今集・源氏物語を学ぶ。
第 10 回～第 13 回 中世文学 軍記・随筆を学ぶ。
第 14 回～第 17 回 近世文学 俳句・小説を学ぶ。
第 18・19 回 春秋戦国 諸子百家を学ぶ。
第 20・21 回 漢代 史記・漢書・後漢書を学ぶ。
第 22・23 回 三国 三国志を学ぶ。
第 24・25 回 唐代 杜甫・李白を学ぶ。
第 26・27 回 宋代 詩話・経学を学ぶ。
第 28・29 回 明・清代 小説を学ぶ。
第 30 回 総轄 日本古典文学と中国思想について確認する。
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